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論 .文 内 容 要 旨
ウバガイ ∫μ鋤♂α卿 んα♂伽 π3乞8(Schrenck)は,バ カガイ科に属する冷水性の大型二枚貝で,
外海に面した砂浜域に生息 している。
我が国における本種の主産地は北海道で,そ の沿岸のほぼ全域に亘って漁場が存在する。東北
地方太平洋側では,宮 城県南部か ら福島県沿岸にかけての仙台湾南部海域が,本 種を主目的とし
た漁業の成り立つ南限域である。.この海域では5ト ン未満の小型船による貝桁網漁業が行なわれ
ており,重 要な沿岸漁業資源の一つになっている。
福島県相馬市磯部地区地先の通称 「磯部漁場」は,古 くか ら本種の良好な漁場とな っている。
磯部漁場では,1976年 以降 漁業協同組合の主導による資源保護のための種々の施策が講 じら
れてお り,所 謂 「資源管理型漁業」の先進的な事例として評価されている。 しか し,資 源学的に
みると本資源は変勤が大きいために,厳 しい操業規制にも拘わ らず,依 然として漁業は極めて不




資源を将来に亘 って安定的に利用するための資源管理方式について検討す ることの2つ を目的と
した。
第1章 生 活 史






長7.5㎝)に 達するが,そ の後次第に小さくなり,6歳 以降では成長は殆 ど停止する(Fig.1)。
外部形態には性による違いは見られず,成 長にも雌雄での差は認められない。また,性 比はほぼ






















































































































季節変化からみて,産 卵は4月 下旬から5月 上旬の短期間に集中的に行なわれる。個体間での成
熟状態のばらつきは小さく,生 殖に関する個体群全体としての同調性は極めて高い。7月 一11月
の時期には生殖腺は著 しく退縮 し,休 止状態で経過する。
組織培養で用いられる細胞解離法を応用 して卵巣卵を分離し,抱 卵数を推定 した。成熟卵は球
形で,卵 巣の部位による成熟状態の違いは認められない。卵径組成は70μmに モー ドをもつ単峯
型で,成 熟産卵様式は単峯一回産卵型と考えられる。抱卵数は3歳 で約1億,5歳 で約1.5億 に
達する(Fig.2)。
3.生 活 サ イ ク ル
内臓を除去 した軟体部,消 化管,消 化盲嚢および桿晶体の重量について,サ ンプル毎に殻長に






生活サイクルは,生 活機能高進期(12-5月)と 生活機能低下期(6-11月)に 区分できる。
低水温期に活動を集中させ,夏 季の高水温期には長い休止状態をもつという生活サイクルのパタ
ーンは,本 来冷水性である本種の,分 布南限近 くでの主として水温環境に対する適応様式の一っ
と考えられる。
4.初 期 減 耗
稚貝の着底は,基 本的には渦流などの海水の流動条件によって支配されていると考えられ る。
また,稚 貝の分布パターンの時間的推移からみて,全 体としては底生生活移行後の稚貝の移動 ・
分散の程度は,潮 流などによる物理的な輸送を含めて,巨 視的にはあまり大きくないと推定され
る。
調査期間中の1979-1982年 における発生量は大きく変動 しているが,産 卵資源量と発生量の
間には明瞭な関係は見られず,ま た生殖腺指数GIの 季節変化か らみた産卵母貝の年別の成熟状
態にも,発 生量の差を示唆するような違いは認められなかった。一方,年 級の相対的な大きさは




1980/81年 漁期か ら1984/85年 漁期までの5漁 期について,貝 桁網漁業の操業記録 と磯
部魚市場における漁獲物調査の結果をもとに,資 源状態の推移を解析 し,資 源の構造,そ の変動
の特徴および資源管理方式の基本的な考え方について検討 した。
1.資 源 変 動





0.5153±0、0888で ある。また,一 曳網当りの漁獲能率gは3.147×10-5と 推定される。
この期間の資源状態は,漁 獲量の変動に表れた以上に質的にも量的にも大きく変動 している。
資源変動は基本的には加入量変動の結果であるが,若 齢群に偏 った資源構造と加入後の減少率が
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2.資 源 管 理
本資源の管理 目標は,再 生産の維持 と持続的な漁獲の保障である。 自然死亡係数が約 α5と 大
きいために,加 入量当り漁獲量と漁獲係数および漁獲開始年齢との関係には極大点はなく,一 つ
の年級を問題にする限 りは,漁 獲係数は高いほどよいということになる。 しか し,本 資源および





































































再生産関係か らの加入量の予測は困難であるので,卓 越年級の加入に伴 う資源の変動モデルを




これに対応する適正漁獲係数は0.634で ある。一方,加 入が悪い場合,極 めて効率の良い再生産
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を期 待 して,維 持 目標 密 度 を30/100m'ま で 引 き下 げた 時 の 許 容 漁 獲 係 数 は0.591で あ る(Fig.
5)0
本 資 源 の管 理 は,加 入 量 の 大 小 に応 じて 適 宜調 節 す る必 要 が あ るが,漁 獲 係数F=0.55～
0.60が,本 種 の 生 物 学 的 特 性 に基 づ く漁 業 管 理 の 目安 と な る。 これ は 漁 獲 努 力量(総:曳 網 回数)
に 換 算 す る と約17,500～19,000回 に相 当 す る。
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生物学的特性については,年 令と成長の関係,生 態的寿命,成 熟産卵様式,生 活サイクルの特
徴,初 期減耗の過程などの生活史の全般に亘って詳細に明らかにしている。更に分布南限におけ
る本種が,北 海道産ウバガイと比べて,生 活サイクルが極めて明瞭で,初 春から初夏に至る短い
好適水温期に生殖腺形成と成長を併行して行い,他 の季節には休止状態になること,成 長速度が
速 く早 く成体に達するが寿命が短いこと等の特微を有することを明らかにしている。
一方 ,5ヶ 年間に亘る貝桁網漁業の操業記録 と漁獲物の調査の結果をもとに,資 源状態の推移
と資源特性値の精密な分析を行っている。その結果,本 種 の資源が,生 物学的諸特性を反 映し
て,若 齢群に偏った資源構造と加入後ρ高い減少率のために,漁 獲対象資源を構成する年級群の
交替が早 く資源状態カミ数年に1度 出現す る卓越年級群の存在によって質的にも量的にも大きく左
右されることを明らかに している。次に,こ の様な特性を持つ不安定な資源の管理方策について
新たな考え方を提唱 している。そこでは,漁 業生産 と資源の保全のバランスという観点から,数
年に1度 起 こる卓越年級群の発生を保証するための産卵資源 レベルとそれを実現するための漁獲
強度が具体的数値として検討されている。
従来,分 布南限域におけるウバガイの生物学的特性をその主分布域 との比較において明らかに
した研究は見 られないが,こ の研究では明確にその特性を明らかにしている。更に,漁 業情報の
精密な解析により本種の資源変動の特性を生物学的特性 と関連づけなカミら明らかにしている点は
貴重な研究成果 といえよう。従来,本 種の様な加入の年変動が極めて大 きく,不 安定な資源の管
理方策を提唱した研究は見られず,こ れまでの研究の少なかった沿岸漁業の対象 とする資源の管
理方式の開発に新 しい展望を加えたもの として高 く評価できる。
以上の審査結果から,農 学博士の学位を授与するのに十分な業績であると判断する。
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